
令和４年度舞鶴地域医療推進協議会総会 次第 
 

日時：令和４年６月２７日（月） 
午後７時３０分から 

場所：市立舞鶴市民病院 ２Ｆ 会議室 
 
 
１．開 会 
 
２．役員の選任 

・ 副会長の選任（指名） 
 
２．議 案 

（１）第１号議案 令和３年度事業報告について 
（２）第２号議案 令和３年度決算報告について 
（３）第３号議案 令和４年度事業計画 （案）について 
（４）第４号議案 令和４年度予算（案）について 

 
３．その他 
 
 
４．閉 会 



舞鶴地域医療推進協議会委員 

                        （敬 称 略） 

所 属 名 役 職 氏  名 

一般社団法人 舞鶴医師会 会長 隅山 充樹 

独立行政法人 国立病院機構 

舞鶴医療センター 
院長 法里   高 

国家公務員共済組合連合会 

舞鶴共済病院 
病院長 布施 春樹（会長） 

日本赤十字社 舞鶴赤十字病院 院長 片山 義敬 

市立舞鶴市民病院 病院長 井上 重洋 

舞鶴歯科医師会 会長 小川 喜生 

 舞鶴薬剤師会 会長 坂根 章彦（監事） 

 舞鶴市健康・子ども部 部長 田中  昭 

 
 
 



 
 

 

令和３年度 舞鶴地域医療推進協議会 事業報告 

（令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日） 

 

舞鶴地域医療推進協議会（以下、「協議会」という。）は、中丹地域医療再生計画に

位置付けられた舞鶴地域医療連携機構の役割（機能）を継承する組織として、舞鶴市

における地域医療の確保・充実を目的に、病院間等の連携体制の強化に寄与する取り

組みを基本的事業として実施する。 

令和３年度においては、病院間・病診間の「連携強化」、｢救急医療体制の確保｣及

び地域医療の課題等に関する「啓発・情報発信」引き続き実施したほか、新型コロナ

ウイルス感染症及びワクチン接種に関連して適時、意見交換を行った。 

 

Ⅰ 事業執行状況 

 ◎舞鶴地域医療推進協議会 総会 

開 催 日  ６月２８日（月） 

協議内容    役員の改選 

令和２年度事業報告・決算について 

令和３年度事業計画（案）・予算（案）について 

 

1．連携強化 

（1）公的 4 病院長・医師会長会議の開催 

   開 催 日 出席者 主な協議内容 

第 1 回 R3. 6.28（月） 

 

公的 4 病院長、

事 務 部 長 、  

医師会長、市 

 

◆新型コロナワクチンの接種方法について意見交換 

第 2 回 R3. 8. 2（月） 

公的 4 病院長、

事 務 部 長 、  

医師会長、市 

（オブザーバ

ーとして中丹

東保健所所長

及び参事） 

◆令和 3 年度下半期における休日救急輪番体制について 
・輪番体制及び小児科バックアップ体制を承認 
◆休日における新型コロナウイルス検査体制について中
丹東保健所から説明と依頼 
・病院の検査体制については変更なしと確認 
◆新型コロナウイルスワクチン接種について市から説明
と意見交換 
◆医師会からワクチン接種勧奨のプレスリリース提案に
ついて了承 

第 3 回 R4. 1.13（木） 

公的 4 病院長、

事 務 部 長 、  

医師会長、市 

 

◆令和 4 年度上半期における休日救急輪番体制について 
・輪番体制及び小児科バックアップ体制について承認 
◆休日救急輪番の患者数等近況について市から報告 
◆新型コロナウイルスワクチン接種について市から説
明・協議 

第 1 号議案 



 
 

2．救急医療体制の確保 

（1）救急医療部会の開催 

    開 催 日 出席者 主な協議内容 

第 1回 R3.7.26（月） 医師会地域医

療担当医師、

各病院救急担

当医師、市消

防本部救急担

当、市 

◆令和 2年度下半期における休日救急輪番体制につ
いて 
・救急輪番体制について確認 
◆救急概況について報告 
◆舞鶴市休日急病診療所の患者数について報告 
◆新型コロナウイルス感染症に係る対応について
情報交換 

第 2回 R4.1.6（月） 

◆令和 3年度上半期における休日救急輪番体制につ
いて 
・救急輪番体制について確認 
◆救急概況について報告 
◆舞鶴市休日急病診療所の患者数について報告 

 

（2）公的 3 病院による休日救急輪番の実施 

令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日 

【実績】 ◆診 療 科 ：内科、外科、小児科 

◆実施日数 ：72 日（1 日平均：45.4 人） 

◆患 者 数 ：3,270 人 

  （3）休日急病診療所（内科：一次救急） 

令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日 

【実績】 ◆休日急病診療所の診療日数：52 日 

◆休日急病診療所の受診患者数：293 人（1 日平均：5.6 人） 

1 日最大患者数：12 人（2 月 13 日） 

◆輪番病院との連携 

輪番病院への転送患者数：35 人 

 

3.地域医療に係る啓発・情報発信 

  訪問歯科診療の案内チラシの更新・配布、子どもの急病への対処法パンフレット、

お医者さんマップ、#8000 啓発用カード、休日急病診療所の案内カードの配布を行

ったほか、引き続き協議会ホームページを通じて休日の医療体制のお知らせや地域

の医療課題に関する啓発を行った。 

 

【参考】（市との連携事業） 

・中学生・高校生対象医療現場体験イベントは新型コロナウイルス感染症の感染防

止の観点から開催しなかった。 
・公的病院間循環バス利用運賃助成 

     ⇒病院間循環バスの運行に伴い、同一日にバスを利用して公的病院間を移動、 

受診する患者に対し運賃を助成。 

          利用実績 5 件 （ 舞鶴赤十字病院 ⇒ 舞鶴医療センター 5 件）  



収入の部

項　　　　目 予算額 決算額 比　較

１．補　助　金 1,025,000 366,061 △ 658,939 ○舞鶴市補助金

合　　　　計 1,025,000 366,061 △ 658,939

支出の部

項　　　　目 予算額 決算額 比　較

１．連携強化事業費 10,000 31,552 21,552 ○公的4病院長会議・部会等開催経費

（１）医師確保 0円

　○医療体験イベント事業費 0円

（２）連携推進事業 213,399円

　○災害時通信手段確保事業 211,899円

　○公的病院間等循環バス運賃助成事業費 1,500円

　○病院間画像共有アプリ導入検討経費 0円

（３）地域医療に係る情報発信・啓発 121,110円

　○地域医療啓発事業費 27,500円

　○地域医療情報発信事業費（ホームページ運営費） 93,610円

○消耗品費

○振込手数料　等

合　　　　計 1,025,000 366,061 △ 658,939

令和３年度 舞鶴地域医療推進協議会決算報告書

（単位：円）

説　　　　明

（単位：円）

説　　　　明

２．市との連携事業
（協議会と連携しつつ市
が主体となる事業）

990,000

３．事　務　費 25,000 0 △ 25,000

334,509 △ 655,491

第２号議案



 

令和４年度 舞鶴地域医療推進協議会 事業計画（案） 

 

 

【事業の基本的概要】 

 舞鶴地域医療推進協議会（以下、「協議会」という。）は、中丹地域医療再生計画に位置付

けられた舞鶴地域医療連携機構の役割（機能）を継承するものであり、舞鶴市における地域

医療の確保・充実を目的として、病院間等の連携体制の強化に寄与する取り組みを基本的事

業として実施する。 

 令和 4年度においては、前年度同様に病院間・病診間の「連携強化」、｢救急医療体制の確

保｣及び地域医療の課題等に関する「啓発・情報発信」を重点に推進事業を実施する。 

 

 

１．連携強化 

 公的病院間・病診間の連携や、医療・介護の連携による急性期から回復期・療養期・在宅 

医療・介護までのシームレスな連携体制（地域包括ケアシステム）の構築など、様々な地域 

医療の課題について、公的 4病院長・医師会長会議や医療現場の担当者と情報共有や協議等 

を行い、実行性のある医療連携に努めていく。 

 

（1）公的 4病院長・医師会長会議の開催 

  公的 4病院や医師会における診療体制や地域医療の確保などの共通する課題や、これに

関連する重要事項について協議を行う。 

 

（2）医療連携部会の開催 

  必要に応じてテーマ別に現場担当者による部会を開催し情報の共有化を図るとともに、

医療連携や地域医療の充実について協議を行う。 

 

 

 

 

部会名 構 成 員 内    容 

医療連携部会 

・医師連携 

・地域連携 

・実務連携 

・医師会 

・公的 4病院 

・歯科医師会 

・薬剤師会 

・地域医療連携担当部署 

・府（保健所） 

・市医療担当部署  

●病院間・病診間連携の強化 

●病院間医師応援体制の構築 

第 3号議案 



２．救急医療体制の確保 

  救急医療部会を開催し、持続可能な休日救急輪番体制の検討などを行う。 

 

３．啓発・情報発信 

お医者さんマップ、子どもの急病への対処法パンフレット、訪問歯科診療の案内チラシ 

 等の配布や、協議会ホームページを通じて、地域の医療課題に関する啓発を行う。 

 

 

（参考） 

協議会と連携しつつ市が主体となって実施する事業 

 

（1）医師確保 

・中・高生対象の医療現場体験イベント 

舞鶴医療センターの協力のもと開催予定（８月７日） 

 

(2) 連携推進事業 

 ・公的病院間循環バス利用運賃助成 

 ・（原子力）災害時の患者情報のバックアップ、通信手段の確保 

 

(3) 地域医療に係る啓発・情報発信 

・コンビニ受診の抑制や、かかりつけ医を持つことについての啓発活動 

 ・広報紙やメール配信サービス等による情報発信 

部会名 構 成 員 内    容 

救急医療部会 ・医師会 

・公的 4病院 

・市消防本部（救急担当） 

・市医療担当部署  

●持続可能な休日救急医療体制の確保に係る

協議 

●輪番病院と休日急病診療所（内科：一次救急）

との連携 

●公的3病院による平日夜間救急医療体制の連

携推進 



収入の部

項　　　　目 予算額

１．補　助　金 925,000 ○舞鶴市補助金

合　　　　計 925,000

支出の部

項　　　　目 予算額

１．連携強化事業費 10,000 ○公的4病院長・医師会長会議、部会等開催経費 10,000

（１）医師確保 193,000

　○医療体験イベント事業費 193,000

（２）連携推進事業 351,000

　○災害時通信手段確保事業費 214,000

　○公的病院間循環バス運賃助成事業費 9,000

　○病院間画像共有アプリ導入検討経費 128,000

（３）地域医療に係る情報発信・啓発 346,000

　○地域医療啓発事業費 252,000

　○地域医療情報発信事業費（ホームページ運営費） 94,000

○消耗品費

○振込手数料　等

合　　　　計 925,000

（附帯事項）

・予算の執行について

890,000
２．市との連携事業
（協議会と連携しつつ市が主
体となる事業）

説　　　　明

説　　　　明

　支出する経費につき、特別の事情等により予算の額を超えて支出を要するものについては、　経費に
他の科目の予算現額の範囲内で流用し、支出することができるものとする。

令和４年度 舞鶴地域医療推進協議会　収支予算（案）

（単位：円）

（単位：円）

３．事　務　費 25,000

第４号議案


